
第１回 川西市地域公共交通会議 

 

 

日時 令和３年３月２３日（火） 

   １３時００分～ 

場所 川西市役所 大会議室  

 

１.開会 

  

２.委員委嘱・委員紹介                    [資料１] 

                          

３.議事 

（１）会長、副会長の選任について 

    

（２）川西市公共交通基本計画の取組状況について       [資料２]  

   １）計画目標値の達成状況 

   ２）戦略別取組の進捗状況 

 

（３）近年の課題とその対応状況について             

   １）市内公共交通の課題                                [資料３-１～３-３] 

   ２）小型乗合公共交通の導入の検討           [資料４-１～４-３] 

   ３）大和地域の取組事例                        [資料５] 

   ４）中心市街地の回遊性向上を目的とした公共交通の検討 [資料６] 

     

（４）（仮称）川西市地域公共交通計画策定について       [資料７] 

 

（５）その他 

 

 

４.閉会 
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【資料1】

委員
所　属 役　職 構成員

愛媛大学　社会共創学部

環境デザイン学科

西日本旅客鉄道株式会社

近畿統括本部　大阪支社　総務企画課

阪急電鉄株式会社

都市交通事業本部　交通プロジェクト推進部

一般旅客自動車運送事業者及び

その関係団体の職員 阪急バス株式会社

自動車事業本部　営業企画部

一般社団法人　兵庫県タクシー協会

朝日交通株式会社

兵庫県交通運輸産業労働組合協議会

阪神地域協議会

阪急バス労働組合

国土交通省神戸運輸監理部 国土交通省神戸運輸監理部

兵庫陸運部の職員 兵庫陸運部　輸送部門

兵庫県阪神北県民局 兵庫県　阪神北県民局

宝塚土木事務所の職員 宝塚土木事務所

川西市コミュニティ協議会連合会

市民又は 北陵コミュニティ協議会

利用者の代表

市長が交通会議の運営上

必要と認める者

オブザーバー

オブザーバー

三宅　豊文

南野　繁夫

岡本　匠

一般旅客自動車運送事業者の
運転手が組織する団体

兵庫県県土整備部県土企画局
交通政策課

牧の台コミュニティ協議会

川西市　市民環境部
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会長

部長
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兵庫県川西警察署の職員

日田　守

大阪市立大学 名誉教授 日野　泰雄

川西市地域公共交通会議委員名簿

区　分

学識経験者

教授 松村　暢彦

課長代理 阿部　保博

能勢電鉄株式会社　鉄道事業部 副部長　兼　運転課長 東山　仁

部長 奥野　雅弘

専務取締役 廣茂　俊樹

部長 野津　俊明

公益社団法人　兵庫県バス協会 専務理事 水田　節男

田橋　一

会長 杉本　勝広

所長 谷口　徳男

兵庫県川西警察署　交通課 課長 黒阪　貢一

石田　有司

川西市社会福祉協議会 副主幹 佐藤　健二

高田　憲二
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【資料２】

（２）川西市公共交通基本計画の取組状況について

１）計画目標値の達成状況

２）戦略別取組の進捗状況
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H26 H27 H28 H29 H30 R1

自家用車よりも公共交通（電車・バス）を利用することの方が多い

市民の割合

市民全体 60歳以上の市民 出典：市民実感調査 1

市民全体
目標値
60%（R4）

60歳以上の市民
目標値
65%（R4）

・本市は公共交通が比
較的利用しやすい恵ま
れた環境にある一方で、
それを市民が有効に活
用していない状況が見
て取れます。

・公共交通をみんなで
支える意識の醸成を図
る必要があります。

市民実感調査より

１）計画目標値の達成状況



※凡例 〇：実施 △：検討したが実施に至らず 2

（２）川西市公共交通基本計画の取組状況について（２）川西市公共交通基本計画の取組状況について２）戦略別取組の進捗状況

戦略
実施
状況

具体的な取り組み

市民と
つなぐ

１　市民を対象とした交通まちづくり学習
　　を充実していきます

○
事業者・地域・市が以下の取り組みを実施
①ＭＭ教育　②地域ＭＭ　③転入者ＭＭ

高齢者と
つなぐ

２　高齢者の外出を促す公共交通利用支援
　　等を検討していきます

△
高齢者運転免許自主返納サポート協議会に加入（Ｈ２９年８月３１日）
グランドパス６５の販売（阪急バス）

３　複数乗車を促す企画乗車券を発行・広
　　報していきます

△ 川西市、豊能町、猪名川町、能勢電鉄、阪急バスとの「公共交通担当勉強会」を開催（６回）

４　商業施設と連携した公共交通利用割引
　　サービスを導入していきます

△ ＩＣカードを利用した商業施設の割引等についての検討

地域間を
つなぐ

５　まちづくりの進展や地域の実情に合わ
　　せて公共交通で地区間を新たにつない
　　でいきます

△ 中心市街地活性化基本計画を策定し、川西能勢口駅周辺とキセラ川西地区の回遊性向上を目的とし
た公共交通の検討

主要施設
とつなぐ

６　文化・観光・スポーツ施設への公共交
　　通アクセスを確保・充実していきます

△ 庁内関係部署との意見交換会の実施（２回）

７　乗継などの案内情報を充実していきます ○
バス車内における鉄道発車時刻の案内（阪急バス）
「えきバスねっと。」※の情報を利用者へ発信（令和2年度取組中）（兵庫県）
※駅からのバス乗り継ぎ情報等をパソコン・スマートフォン、携帯電話に配信

８　乗継を円滑にするバリアフリー化を
　　推進していきます

○
市内バス車両のノンステップバス化（阪急バス、兵庫県、市）
令和元年度　導入率76.1%

９　いまの移動ニーズにあわせたダイヤ等
　　に再編していきます △

・大和地域公共交通協議会の開催事務局（１４回）Ｈ27～Ｈ30　牧の台コミュニティ
・大和交通検討委員会の開催（３回）事務局　牧の台コミュニティＲ２～

10　利用増のため駅及びその周辺を整備して
　　いきます

○ 絹延橋駅のバリアフリー化（上り線駅舎スロープ設置）
（能勢電鉄）

11　バス定時性向上のためバス優先施策等
　　を推進していきます

○ バスロケーションサービスの提供（阪急バス）

ともに
いかす

12　隣接自治体と連携していきます △ 川西市、豊能町、猪名川町、能勢電鉄、阪急バスとの「公共交通担当勉強会」を開催（再掲）

13　地域主体の公共交通の導入・改編のた
　　めの仕組みづくりを行っていきます

△ 大和地域や清和台地域において、地域公共交通実施計画の策定に取り組むも完成に至っていない

14　小型乗合公共交通の導入を検討してい
　　きます

○
・オンデマンドモビリティサービスの実証実験の検討
　川西市次世代型移動サービス推進会議（２回）
　大和団地・みんなの交通検討会（２回）

取組の方向性

《になう》
公共交通を市
民・事業者・行
政がになう

地域主体
でになう

《いかす》
公共交通を市民
の財産としてい

かす

維持改善
して
いかす

《つなぐ》
公共交通で
まちの輝き
つなぐ

中心市街
地等と
つなぐ

互いに
つなぐ



１）市内公共交通の課題

【資料３】

（３）近年の課題とその対応状況について



第 1回 川西市地域公共交通会議 報告 

阪急電鉄株式会社 

 

１．基本計画策定（2014 年度）後の乗降人員の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．新型コロナウイルス感染症の影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．その他の課題 

・社会情勢の変化（少子高齢化、働き方改革、環境負荷低減等） 

・技術開発 他 

 

４．対応例 

〇 ダイヤ変更 

・実施日：３月 13 日（土） 

・実施内容例：宝塚線下り 

大阪梅田発 雲雀丘花屋敷ゆき最終列車「普通」 

24：25 発 → 24：10 発 15 分繰り上げ 

〇 西宮市域におけるＭａａＳ実証実験（阪急阪神ホールディングス） 

別紙の通り 

以 上 

41,000

42,000

43,000

44,000

45,000

2014 2015 2016 2017 2018 2019

人

年

阪急 川西能勢口駅 乗降人員（通年平均）

(100) 

(104) 

ac0642
タイプライターテキスト
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２０２０－０９ 

２０２１．０３．１０ 

 

西宮市域にて居住者向け都市型MaaS の実証実験を実施します 

～西宮をまるごと楽しむアプリ「maruGOT
ま る ご っ と

にしのみや」で新しいライフスタイルを提供～ 

 

阪急阪神ホールディングスグループは、株式会社三菱総合研究所と共同で、阪急阪神沿線の拠点都市

である西宮市において、沿線居住者向けの都市型MaaS（Mobility as a Service）の実証実験を４月２１日（水）

から７月２０日(火)にかけて実施します。 

本実験では、西宮市にお住まいで、阪急阪神のグループカード『STACIA PiTaPa(スタシア ピタパ)カード』

会員の中から約１,０００名をモニターとして募集します。同モニターには、当社が提供する実験用のス

マートフォンアプリ「maruGOT（まるごっと）にしのみや」を通じて、西宮市域を中心とする経路・施

設検索から予約・決済、ポイントサービスなどの多様なサービスをワンストップで提供するほか、アプ

リと連動した様々なイベントにご参加いただきます。また、一部の機能・サービスを除きモニター以外

の方にも本アプリをご利用いただけるようにします。 

当社グループは、「阪急阪神ホールディングスグループ 長期ビジョン 2025」で「深める沿線 拡げるフ

ィールド」をスローガンに掲げ、沿線の皆様により安心で便利なサービスを提供すべく取り組んでいる

ところです。そうした中で、MaaSは、グループの総合力を発揮できる新たなサービスとして沿線での展開を

目指しており、本実験で得られる成果を、今後の沿線居住者向け都市型 MaaS の実用化に活用していきたいと

考えています。 

本実証実験と MaaSアプリ「maruGOTにしのみや」の概要は以下のとおりです。 

 

１．西宮市域における都市型 MaaSの実証実験について 

  期  間： ２０２１年４月２１日（水）～２０２１年７月２０日（火）予定 

※ 新型コロナウイルス感染症の状況等により、実験の時期もしくは期間を変更する場合があります。 

  概  要： モニターの方に実験用 MaaSアプリ「maruGOTにしのみや」を通じて多様なサービスを

ご利用いただくことで、地域内移動や消費活動に対する本アプリの効果や有用性、機能

等の検証を行います。 

  対  象： 約１,０００名のモニターの方(西宮市にお住まいで、2021 年 2 月 24 日時点で『エメラルド

STACIA PiTaPaカード』または『ペルソナSTACIA PiTaPaカード(赤)』の会員の方を対象に募集) 

ac0642
タイプライターテキスト
　

ac0642
タイプライターテキスト
　　　　　　【資料３-１】



 

主  催： 阪急阪神ホールディングス㈱ 
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西宮市、㈱バカン、阪急タクシー㈱、阪急電鉄㈱、阪急バス㈱、㈱阪急阪神カード、 
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ーションズ㈱、㈱阪神タイガース、阪神電気鉄道㈱、阪神バス㈱、㈱ぺルソナ、 
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特設ホームページ：https://promotion.marugot.jp/ 

 

  

２．MaaSアプリ「maruGOTにしのみや」について 
 

   ダウンロード開始日：２０２１年４月８日（木）予定 

 

【提供する主な機能・サービス】 

（１）経路・施設検索 

①経路検索とリアルタイム情報等の提供 

 西宮市域を中心に、鉄道・バス・タクシー・シェアサイクル等の各公共交通や、カーシェア・

マイカー・自転車・ウォーキング等のあらゆる移動手段を対象とする経路検索が可能です。 

 経路検索時に、鉄道とバスのリアルタイム情報を提供します。 

(注：リアルタイム情報の提供が可能な対象エリア・区間等は各移動手段により異なります) 

鉄道：列車の走行位置(阪急線全線、阪神線全線、JR神戸線・宝塚線の一部区間) 

バス：停留場接近情報(阪急バス全線（さくらやまなみバスを含む）、阪神バス全線) 

 ご家族などグループ単位での交通費総額(概算)を提示します。 

 経路検索時のルートを保存できます(移動中に保存ルートを呼び出し、リアルタイム情報を確認できます)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ホーム画面(モニター用)            経路検索結果 

・交通費総額(概算)を提示 

・検索ルートを保存 

・電車・バスの走行位置を表示 

   

・徒歩時の概算消費カロリーを表示 

アプリロゴマーク 



 

②施設・店舗情報との連携 

 西宮市域(一部市域外を含む)の「おすすめ１００スポット」の詳細情報を提供します。 

 各スポットを目的地とする経路検索機能を提供します。 

 一部店舗では混雑情報のほか、参画企業のWebサイトと連携して様々なサービスを提供します。 

・ぐるなびサービス：飲食店の予約 

・バカン社サービス：飲食店等の混雑情報確認、予約 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）交通サービスの予約・決済 

 経路検索時に参画企業のアプリ・Webサイトを通じて予約・決済を行うことが可能です。 

(注：予約・決済サービスの提供が可能な対象エリア・区間等は各移動手段により異なります) 

タ ク シ ー ： 配車手配（阪急タクシーアプリ・タクシーアプリ「GO」) 

シェアサイクル ： 車両の空き情報の確認・予約・決済（HELLO CYCLINGアプリ) 

カーシェア ： 車両の空き情報の確認・予約・決済（タイムズカー Webサイト)  

駐 車 場 ： 時間貸駐車場の満空情報の確認 （タイムズの駐車場検索Webサイト) 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

  

現在地からの経路検

索画面に移行 

ぐるなび Webサイ

ト予約ページへ 

スポット詳細情報(ぐるなび連携) 

シェアサイクル情報 

(HELLO CYCLINGアプリ) 

 時間貸駐車場の満空情報 

   (タイムズの駐車場検索 Webサイト) 

タクシーの配車手配 

(阪急タクシーアプリ) 

タクシーの配車手配 

(タクシーアプリ「GO」) 

         店舗混雑情報の確認等(バカン社連携) 

店舗の混雑情報確認、 

座席予約が可能 



３．【モニター限定】 実験期間中に本アプリ限定のポイントサービスを提供 

実験期間中、対象の施設・店舗でのご利用や様々なイベントを通じて、モニターの方にポイント

を付与します。取得したポイントは西宮市域(一部市域外を含む)の実験協力店舗・施設等でご利用

いただけます。また、本アプリ限定のデジタル 1日乗車券（阪急バス(西宮市内線)１日乗車券・さ

くらやまなみバス１日乗車券）との引換も可能です。 

(注：ポイントは本アプリ限定のものであり、阪急阪神グループのポイントサービスである Sポイントとは異なりま

す。ポイントサービスの対象店舗・利用条件など詳細については、本実験の特設ホームページをご確認ください) 

 

【ポイントが付与されるイベント】 

（１）まいにちポイント・特定時間帯ポイント 

対象の施設・店舗で商品やサービスを購入した際にポイントを付与します。さらに、お客様の少

ない時間帯のご利用にはボーナスポイントを付与します(利用店舗ごとにポイントを付与。同一

店舗では１日１回まで)。 

 

（２）デジタルスタンプラリー 

西宮市とその周辺エリア（有馬温泉エリア等）で、観光・飲食・ショッピングをセットにした３

つのコース(阪急沿線めぐり・阪神沿線めぐり・さくらやまなみ)を設定し、各コースのラリーを

達成された時にボーナスポイントを付与します。 

 

（３）パーク＆ライドイベント 

プロ野球開催時(特定試合日)に、阪神電車の甲子園駅以外の駅周辺の一部駐車場(タイムズ 24及

び当社グループが管理する駐車場)と連携したパーク＆ライドイベントを開催。対象の駐車場に

駐車のうえ、公共交通機関等を利用して阪神甲子園球場を訪れたモニターの方にポイントを付

与します。 

 

 

   

 

 

 

 

   

 

 

                                                   

 

 

 

以  上 

 

デジタル 1日乗車券に引換 

   

ポイントサービス画面 

   

デジタルスタンプラリー 

ポ

ポイントをためる・つかう 

(QR コード読込) 

※本資料に掲載のすべての画面はイメージであり、予告なく変更する場合があります 



コロナの影響について

【月別利用者数比較（平成30年度～令和2年度）】
平成３０年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
利用者数 1,743,889 1,815,356 1,740,743 1,684,852 1,703,995 1,621,271 1,759,858 1,729,558 1,687,208 1,682,384 1,577,607 1,690,262

令和元年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
利用者数 1,726,683 1,830,439 1,728,488 1,708,608 1,675,842 1,862,624 1,659,945 1,708,552 1,625,044 1,690,404 1,532,544 1,310,495
対前年比 99.0% 100.8% 99.3% 101.4% 98.3% 114.9% 94.3% 98.8% 96.3% 100.5% 97.1% 77.5%

令和２年度 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月
利用者数 991,923 1,049,909 1,330,602 1,331,207 1,314,345 1,352,976 1,437,910 1,395,049 1,284,247 1,252,327 1,188,397
対前年比 57.4% 57.4% 77.0% 77.9% 78.4% 72.6% 86.6% 81.7% 79.0% 74.1% 77.5%

【資料３-２】
能勢電鉄株式会社



乗降人員 比率 乗降人員 比率 乗降人員 比率 乗降人員 比率 乗降人員 比率 乗降人員 比率 乗降人員 比率 乗降人員 比率 乗降人員 比率 乗降人員 比率 乗降人員 比率

川西能勢口 75,861 100.0% 61,197 80.7% 59,947 79.0% 54,834 72.3% 54,707 72.1% 53,510 70.5% 53,246 70.2% 53,120 70.0% 52,691 69.5% 52,274 68.9% 50,500 66.6% 川西能勢口

絹延橋 2,624 100.0% 2,201 83.9% 2,092 79.7% 2,028 77.3% 1,976 75.3% 1,905 72.6% 1,749 66.7% 1,820 69.4% 1,734 66.1% 1,731 66.0% 1,694 64.6% 絹延橋

滝山 3,541 100.0% 2,576 72.7% 2,516 71.1% 2,283 64.5% 2,181 61.6% 2,474 69.9% 2,401 67.8% 2,381 67.2% 2,142 60.5% 2,110 59.6% 2,143 60.5% 滝山

鴬の森 3,260 100.0% 1,769 54.3% 1,620 49.7% 1,483 45.5% 1,498 46.0% 1,481 45.4% 1,403 43.0% 1,379 42.3% 1,361 41.7% 1,293 39.7% 1,167 35.8% 鴬の森

鼓滝 8,205 100.0% 6,533 79.6% 6,363 77.6% 5,889 71.8% 5,754 70.1% 5,560 67.8% 5,750 70.1% 5,414 66.0% 5,510 67.2% 5,432 66.2% 5,160 62.9% 鼓滝

多田 9,453 100.0% 8,173 86.5% 8,587 90.8% 7,808 82.6% 7,477 79.1% 7,589 80.3% 7,355 77.8% 7,176 75.9% 7,415 78.4% 7,042 74.5% 6,942 73.4% 多田

平野 11,941 100.0% 9,422 78.9% 9,138 76.5% 8,961 75.0% 8,801 73.7% 8,557 71.7% 8,356 70.0% 8,160 68.3% 7,996 67.0% 7,783 65.2% 7,715 64.6% 平野

一の鳥居 2,089 100.0% 1,902 91.0% 1,898 90.9% 1,663 79.6% 1,501 71.9% 1,474 70.6% 1,535 73.5% 1,296 62.0% 1,242 59.5% 1,145 54.8% 1,075 51.5% 一の鳥居

畦野 12,738 100.0% 10,815 84.9% 10,838 85.1% 10,151 79.7% 9,887 77.6% 9,999 78.5% 9,368 73.5% 8,997 70.6% 9,051 71.1% 8,909 69.9% 8,646 67.9% 畦野

山下 10,198 100.0% 8,903 87.3% 8,788 86.2% 8,561 83.9% 8,445 82.8% 8,053 79.0% 8,117 79.6% 7,616 74.7% 7,657 75.1% 7,695 75.5% 7,331 71.9% 山下

笹部 360 100.0% 253 70.3% 224 62.2% 196 54.4% 265 73.6% 235 65.3% 208 57.8% 223 61.9% 213 59.2% 199 55.3% 182 50.6% 笹部

光風台 6,670 100.0% 6,263 93.9% 6,451 96.7% 6,049 90.7% 6,030 90.4% 5,833 87.5% 5,637 84.5% 5,375 80.6% 5,167 77.5% 4,927 73.9% 4,610 69.1% 光風台

ときわ台 5,771 100.0% 5,027 87.1% 4,853 84.1% 4,391 76.1% 4,273 74.0% 3,960 68.6% 3,913 67.8% 3,686 63.9% 3,667 63.5% 3,435 59.5% 3,128 54.2% ときわ台

妙見口 2,673 100.0% 2,805 104.9% 2,807 105.0% 1,977 74.0% 2,206 82.5% 2,136 79.9% 1,986 74.3% 2,040 76.3% 1,981 74.1% 1,790 67.0% 1,594 59.6% 妙見口

日生中央 15,244 100.0% 15,061 98.8% 14,872 97.6% 12,624 82.8% 12,423 81.5% 12,518 82.1% 12,246 80.3% 12,557 82.4% 12,489 81.9% 12,303 80.7% 11,973 78.5% 日生中央

計 170,628 100.0% 142,900 83.7% 140,994 82.6% 128,898 75.5% 127,424 74.7% 125,284 73.4% 123,270 72.2% 121,240 71.1% 120,316 70.5% 118,068 69.2% 113,860 66.7% 計

※比率は、1995年（平成7年）の乗降人員を100％とした場合の年度別対比率

乗降人員 比率 乗降人員 比率 乗降人員 比率 乗降人員 比率 乗降人員 比率 乗降人員 比率 乗降人員 比率 乗降人員 比率 乗降人員 比率 乗降人員 比率 乗降人員 比率

川西能勢口 47,474 62.6% 47,437 62.5% 47,318 62.4% 48,250 63.6% 47,281 62.3% 46,250 61.0% 45,746 60.3% 45,642 60.2% 45,306 59.7% 45,031 59.4% 37,776 49.8% 川西能勢口

絹延橋 1,638 62.4% 1,748 66.6% 1,695 64.6% 1,984 75.6% 1,833 69.9% 1,913 72.9% 1,902 72.5% 1,742 66.4% 1,884 71.8% 2,383 90.8% 2,161 82.4% 絹延橋

滝山 2,127 60.1% 2,025 57.2% 2,025 57.2% 2,169 61.3% 2,118 59.8% 2,201 62.2% 2,221 62.7% 2,147 60.6% 1,959 55.3% 2,040 57.6% 1,803 50.9% 滝山

鴬の森 1,175 36.0% 1,178 36.1% 1,212 37.2% 1,241 38.1% 1,167 35.8% 1,106 33.9% 1,073 32.9% 1,162 35.6% 1,099 33.7% 1,090 33.4% 917 28.1% 鴬の森

鼓滝 5,432 66.2% 5,314 64.8% 5,176 63.1% 5,575 67.9% 5,455 66.5% 4,979 60.7% 5,048 61.5% 5,323 64.9% 5,318 64.8% 5,265 64.2% 4,550 55.5% 鼓滝

多田 6,976 73.8% 7,113 75.2% 7,030 74.4% 7,505 79.4% 7,529 79.6% 7,295 77.2% 7,318 77.4% 7,092 75.0% 7,050 74.6% 7,276 77.0% 6,063 64.1% 多田

平野 7,676 64.3% 7,848 65.7% 7,619 63.8% 7,693 64.4% 7,449 62.4% 7,436 62.3% 7,155 59.9% 7,109 59.5% 6,884 57.7% 6,757 56.6% 5,766 48.3% 平野

一の鳥居 1,024 49.0% 1,129 54.0% 881 42.2% 1,048 50.2% 1,024 49.0% 909 43.5% 801 38.3% 825 39.5% 749 35.9% 814 39.0% 680 32.6% 一の鳥居

畦野 8,322 65.3% 8,304 65.2% 7,993 62.7% 8,510 66.8% 8,540 67.0% 7,719 60.6% 7,677 60.3% 7,817 61.4% 7,759 60.9% 7,813 61.3% 6,727 52.8% 畦野

山下 7,554 74.1% 7,346 72.0% 7,164 70.2% 6,993 68.6% 6,704 65.7% 6,880 67.5% 7,030 68.9% 6,847 67.1% 6,692 65.6% 6,389 62.6% 5,612 55.0% 山下

笹部 167 46.4% 152 42.2% 170 47.2% 174 48.3% 169 46.9% 135 37.5% 155 43.1% 150 41.7% 125 34.7% 122 33.9% 123 34.2% 笹部

光風台 4,563 68.4% 4,280 64.2% 4,416 66.2% 4,228 63.4% 4,022 60.3% 3,768 56.5% 3,663 54.9% 3,629 54.4% 3,523 52.8% 3,440 51.6% 2,750 41.2% 光風台

ときわ台 3,050 52.9% 2,906 50.4% 2,749 47.6% 2,669 46.2% 2,476 42.9% 2,428 42.1% 2,382 41.3% 2,364 41.0% 2,260 39.2% 2,222 38.5% 1,907 33.0% ときわ台

妙見口 1,444 54.0% 1,513 56.6% 949 35.5% 1,019 38.1% 964 36.1% 1,132 42.3% 1,143 42.8% 923 34.5% 890 33.3% 886 33.1% 712 26.6% 妙見口

日生中央 12,050 79.0% 12,257 80.4% 11,805 77.4% 11,692 76.7% 11,209 73.5% 11,155 73.2% 10,974 72.0% 10,940 71.8% 10,662 69.9% 10,548 69.2% 8,837 58.0% 日生中央

計 110,672 64.9% 110,550 64.8% 108,202 63.4% 110,750 64.9% 107,940 63.3% 105,306 61.7% 104,288 61.1% 103,712 60.8% 102,160 59.9% 102,076 59.8% 86,384 50.6% 計

※比率は、1995年（平成7年）の乗降人員を100％とした場合の年度別対比率

2009年（平成21年）2003年（平成15年）2004年（平成16年）1995年（平成7年） 2000年（平成12年）2001年（平成13年）2002年（平成14年）

2019年（令和元年）

2005年（平成17年）2006年（平成18年）200７年（平成19年）2008年（平成20年）

駅別乗降人員の推移

【資料３-２】

能勢電鉄株式会社

2020年（令和2年）2010年（平成22年）2011年（平成23年）2012年（平成24年）2013年（平成25年）2014年（平成26年）2015年（平成27年） 2016年（平成28年）2017年（平成29年）2018年（平成30年）
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2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度

人口 65歳以上 輸送人員

（千人/年）

収支率=運送収入

運行経費

実車走行距離

（千㎞）

100.5% 95.8% 95.6% 94.8% 93.1% 97.1% 93.4% 93.7% 93.7% 97.0% 97.0% 94.5% 91.1% 92.9% 89.9%

5,618 5,602 5,586 5,569 5,509 5,487 5,472 5,388 5,379 5,328 5,288 5,271 5,168 
4,994 4,891 

1

運送収入

運行経費川西市域内路線輸送実績 推移表

15,550 15,178 15,175 15,178 
14,474 14,811 14,752 14,317 

14,822 15,076 15,110 15,003 14,814 14,651 14,481 

sa1378
タイプライターテキスト
【資料３－３】



■一般路線　運送収入　対前年比増減率

前年同月
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10月

11月
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4～2月累計
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阪急バス 2020年度 運送収入【一般路線全体】前年比減少率

sa1378
タイプライターテキスト
【資料３－３】



２）小型乗合公共交通の
導入の検討

【資料4-1】

（３）近年の課題とその対応状況について



現状

大和地区

１３，６７６人（42.1％）

１０，７６５人（41.5％）

１２，２１１人（36.8％）

７，８９８人（27.3％）

６，７８２人（22.1％）
計１１，３４８人（35.8％）

・ニュータウンの人口
… 市内人口の約４割
・100ha以上 … ５団地

1

※令和2年3月末日現在
（ ）内は高齢化率

■ 現状



2

地区内での新たな移動手段の模索

■ 目的

・人口減少、高齢化が顕著なニュータウンにおいて、地区内での新たな
移動手段を模索し、誰もが住みやすいまちを目指す

■ 対象

・対象地：清和台、多田GH、大和地区の３地区から１地区を選定
・対象者：移動に課題を抱えている住民 ＋ 一般

（高齢者、障がい者、要介護者、子育て世代、一般）
※市の既存施策から対象外になる者

地区内移動に限定した『小型乗合公共交通』の導入を検討

■ 課題

・計画策定以後、ニュータウンにおける高齢化の進展
・移動に課題を抱えている住民（高齢者等）のニーズが高い



実験地区の調整状況

3※【資料4-2】参照



今後の予定

4

実施内容

①実験地区の比較（３地区）

②実験地区の選定（１地区）

③仕組みの構築（運行計画案の作成）

④住民周知

⑤法許可（タクシー予定）

⑥実証実験（実走：2ヶ月）

⑦効果検証（アンケート調査・データ取得）

⑧他地区の展開・本格運行の検討

実験地区を
１地区選定

実証実験
効果検証

他地区への
展開の検討

３地区で実験地区を調整
・ニーズ調査 ・地元調整
・交通事業者調整

■ 進め方

■ 実施内容



１．地区図

２．地区状況 令和2年11月末時点４．交通事業者意見

３．ニーズ調査結果

５．地域の主な意見

６．市の方針

【資料4-2】

4,935人
4,501人
320人
753人
328人

実験地区の比較

368人
991人
399人
41.7% 41.4%

6,253人
4,625人
231人
646人

　実験地区の候補は、ニーズ調査では３地区とも結果が拮抗しているため、３地区の実状を総合的に勘案して決定する

清和台 多田グリーンハイツ 大和地区
問：新たな交通手段（乗合タクシー）が運行されるようになった場合、あなたは利用しますか？

・阪急バスの再編に着手している・阪急バスを地域に残してもらいた
　い
・地域が実施している「お出かけ支
　援」は、市からのバッアップも考
　えてもらいたい

・地域で２度「お買い物タクシー試
　験運行」の実績があり、商業施設
　（トナリエ）は協力的であった
・本格運行を見据えて、有料で運行
　することが望ましい

清和台 多田グリーンハイツ 大和地区

＜阪急バス＞
・現在、地域が市とともに再編を協
　議中（運行事業者として参画中）

＜タクシー＞
・「２社」が事業参画の意向

＜阪急バス＞
・今後、維持が困難になると予想さ
　れる路線である
・路線バスへの支援も検討してもら
　いたい

＜タクシー＞
・「３社」が事業参画の意向

＜阪急バス＞
・バス路線と競合せず、乗継で乗降
　客の増につながることが望ましい
・地区内移動は競合するため、調整
　が必要

＜タクシー＞
・「３社」が事業参画の意向6,431人

5,843人
一般者数(18歳～64歳)
高齢者数(65歳以上)
未就学児を持つ世帯数

要介護者数(要介護２以下)
障がい者数(福祉施策対象外)

高齢化率
人口

清和台 多田グリーンハイツ

14,017人
36.9%
12,540人 10,876人

項　目

362人

大和地区

清和台 多田グリーンハイツ 大和地区多田グリーンハイツ清和台 大和地区

天狗岩

坂の上

向陽台

マンション

西池

公園前

緑台幼稚園前
多田院大池南

阪急バス路線

阪急バス停留所

＜凡例＞

コミュニティ範囲

阪急バス路線

阪急バス停留所

＜凡例＞

お出かけ支援路線

お出かけ支援停留所

コミュニティ範囲

阪急バス路線

阪急バス停留所

＜凡例＞

コミュニティ範囲

利用する

8.7%

必要な状態

になれば

利用する

40.9%
わからない

17.5%

利用しない

32.9%

N=462

利用する

11.0%

必要な状態

になれば

利用する

46.6%わからない

15.6%

利用しない

26.8%

N=500

利用する

12.4%

必要な状態

になれば

利用する

41.4%わからない

15.3%

利用しない

31.0%

N=510
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１．ニーズ調査の概要 

（１）調査項目と目的 

項 目 主な設問 目 的 

普段の外出状況 

（買物・通院・それ以外） 

外出先、外出頻度、交通手段、 

同行者の有無とその理由 

地区内／外、曜日、時間帯、 

移動時の課題を把握 

公共交通の利用状況 

（バス・タクシー） 

利用頻度 

→（利用する場合） 目的 

→（利用しない場合）理由 

交通事業者との協議に活用 

新たな交通手段 

外出先、利用頻度、予約方法、乗合、 

運賃、利用意向（地区内移動・運賃300

円・一般車両を想定した利用） 等 

実験地区の選定及び仕組み

の構築に活用 

属性 
年齢、住居表示、外出時の問題点、 

等級／要介護度／未就学児 等 
移動時の課題を把握 

自由記述 公共交通・新たな交通手段の意見 交通手段の課題等を把握 

 

（２）配布地域 

・清和台  ･多田グリーンハイツ  ･大和地区  （３地区） 

 

（３）配布対象者 

対象者 等級・要介護度・年齢 

障がい者 肢体不自由３～６級、視覚障害３～６級、内部障害２～６級、知的障害Ｂ 

要介護者 要介護２、要介護１、要支援２、要支援１ 

子育て世代 未就学児（5歳以下）を持つ世帯主 

高齢者 65歳以上 

一般 18歳～64歳 

 

（４）配布・回収方法 

・各地区ごとに無作為抽出した対象者へ郵送で配布（令和3年1月19日郵送） 

・回答者から郵送返信で回収（返送期限：令和3年2月2日 ※2月5日受領分までを集計対象） 

 

（５）配布部数               （６）回答者数 

対象者 １地区 ３地区合計  清和台 多田ＧＨ 大和地区 

障がい者   ２００部   ６００部  ９１人 １１３人 １１１人 

要介護者   ２００部   ６００部  １０７人 １０６人 １０７人 

子育て世帯   ２００部   ６００部  ８３人 ９６人 １０３人 

高齢者   ３００部   ９００部  １９３人 １８６人 １８３人 

一般   １００部   ３００部  ４２人 ４１人 ５５人 

合 計 １，０００部 ３，０００部  ５１６人 ５４２人 ５５９人 

合計回収率：５３．９％ 

 

２．ニーズ調査の結果（速報） 

（１）普段の外出状況 

１）買い物で一番よく行く外出先 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）買い物の頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）通院で一番よく行く外出先 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）通院の頻度 
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ニーズ調査の概要・結果（速報） 

54.4%

64.8%

47.4%

19.4%

20.1%

27.9%

13.7%

4.3%

12.4%

12.5%

10.7%

12.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

清和台地区（n=504）

多田グリーンハイツ地区

（n=532）

大和地区（n=555）

各地区内 川西市内 川西市外 買い物による外出はしない

50.0%

44.3%

33.6%

21.4%

30.7%

35.4%

16.6%

12.5%

13.8%

12.0%

12.5%

17.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

清和台地区（n=500）

多田グリーンハイツ地区

（n=528）

大和地区（n=545）

各地区内 川西市内 川西市外 通院による外出はしない

8.6%

4.9%

5.3%

6.8%

6.3%

3.9%

6.3%

8.5%

8.2%

8.2%

8.7%

6.8%

70.2%

71.6%

75.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

清和台地区（n=429）

多田グリーンハイツ地区

（n=447）

大和地区（n=438）

週に2日以上 週に1日 2週間に1日 3週間に1日 1ヵ月に1日未満

19.9%

18.5%

15.4%

49.0%

50.0%

50.0%

22.8%

24.8%

25.1%

8.3%

6.7%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

清和台地区（n=447）

多田グリーンハイツ地区

（n=476）

大和地区（n=486）

週に4日以上 週に2～3日 週に1日 2週間に1日未満
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（２）路線バス・タクシーの利用状況 

 １）路線バス（阪急バス）の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）タクシーの利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）新たな交通手段（乗合タクシー）の利用意向 

 １）【利用する場合】の行先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２）【買い物で利用する場合】の頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）【病院で利用する場合】の頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

４）【利用しない場合】理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

76.7%

69.2%

39.2%

13.2%

7.5%

2.2%

4.0%

67.1%

68.5%

34.9%

16.3%

7.3%

4.2%

11.4%

70.9%

62.6%

37.0%

15.2%

2.8%

4.5%

11.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

買い物施設

病院

銀行・郵便局

公共施設

バス停

保育園・幼稚園

その他

清和台地区（n=227、n=484）

多田グリーンハイツ地区（n=289、n=508）

大和地区（n=289、n=528）

16.3%

9.2%

10.3%

10.6%

12.8%

11.8%

7.7%

10.6%

6.6%

6.7%

8.5%

3.7%

48.1%

41.8%

45.6%

10.6%

17.0%

22.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

清和台地区（n=104）

多田グリーンハイツ地区

（n=141）

大和地区（n=136）

週に2日以上 週に1日 2週間に1日 3週間に1日 1ヵ月に1日未満 2ヵ月に1日未満

10.1%

6.7%

11.4%

6.7%

2.0%

22.1%

37.6%

43.6%

19.5%

21.5%

0.7%

12.1%

6.9%

3.1%

9.2%

11.5%

5.3%

29.0%

31.3%

48.1%

20.6%

3.1%

20.6%

12.3%

6.5%

10.3%

13.5%

5.2%

33.5%

40.6%

43.9%

14.2%

16.8%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80%

到着時間が不正確だから

目的地まで時間がかかるから

運賃（300円）が高いから

電話で予約するのが面倒だから

アプリを使って予約ができないから

他人と乗り合わせるのがいやだから

徒歩で移動するから

自動車で移動するから

自転車やバイクで移動するから

地区内限定だから（他地区へ行けないから）

車いすリフト等の設備がないため

その他

清和台地区（N=289、n=149）

多田グリーンハイツ地区（N=263、n=131）

大和地区（N=331、n=155）

14.4%

15.6%

11.3%

37.9%

47.3%

44.1%

26.1%

24.0%

19.8%

21.6%

13.2%

24.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

清和台地区（n=153）

多田グリーンハイツ地区

（n=167）

大和地区（n=177）

週に4日以上 週に2～3日 週に1日 2週間に1日未満

11.4%

5.9%

2.2%

13.8%

13.3%

12.2%

7.7%

10.3%

5.6%

13.0%

9.9%

7.4%

26.2%

29.7%

21.5%

27.8%

30.9%

51.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

清和台地区（n=492）

多田グリーンハイツ地区

（n=525）

大和地区（n=539）

週に4日以上 週に1～3日 2～3週間に1日 1～2ヵ月に1日 年に数回程度 利用したことがない

1.0%

1.8%

4.9%

5.4%

7.7%

11.0%

33.9%

41.9%

40.3%

59.7%

48.6%

43.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

清和台地区（n=484）

多田グリーンハイツ地区

（n=508）

大和地区（n=528）

週に1日以上 2週間～2ヶ月に1日 年に数回程度 利用したことがない

















４）中心市街地の回遊性向上を目的とした公共交通の検討 

１.中心市街地活性化基本計画について 

①中心市街地の区域（ＪＲ川西池田駅からキセラ川西地区までの約80ha）と１期計画からの流れ 

②基本方針 

・回遊性を向上させ、相乗的ににぎわいが生まれるまち 

 川西能勢口駅周辺とキセラ川西地区を「結ぶ」ことで、回遊性を向上させ、にぎわいが中心市街地全

体に波及していくことをめざす。 

③課題 

・川西能勢口駅周辺とキセラ川西地区の整備によりにぎわいの核が創出されたが、回遊はしておらず、

にぎわいが限定的。 

・オアシスタウンの影響や(仮称)川西市立総合医療センターのオープンを見据えた、人の流れの変化への

対応が必要。 

 

２.回遊性向上に向けた対応 

①徒歩 

・中心市街地案内サイン板設置事業 

・中心市街地空き店舗等出店支援事業 

②自転車 

・レンタルサイクルの活用に向けた検討 

③自動車 

・中心市街地の回遊性向上を目的とした公共交通の検討 

 

３.中心市街地の回遊性の状況 

①まちなか滞留・実感調査（Ｈ２８～Ｒ２歩行者・自転車交通量調査） 

各年１０～１１月頃、日曜日、月曜日の２日間、９時～２０時で実施。   （単位：人） 
 Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２ 

★地点（平日） 2,460 2,506 2,419 2,655 2,343 

★地点（平日） 2,696 2,795 2,459 2,472 2,826 

★地点（休日） 1,885 1,815 2,039 2,718 2,832 

★地点（休日） 1,975 1,930 1,934 2,847 2,544 

 

②まちなか滞留・実感調査（Ｒ２アンケート調査） 

実施日：令和２年１０月１８日、１９日 実施場所：川西能勢口南・北デッキ上、モザイクボックス前 

Ｑまちなかの往来についてお聞きします  

 川西能勢口駅周辺→キセラ川西 

 よく行く 時々行く ほぼ行かない 行かない 不明 全体 

人数 51 92 93 165 26 427 

％ 11.9 21.5 21.8 38.6 6.1 100 

 

キセラ川西→川西能勢口駅周辺 

 よく行く 時々行く ほぼ行かない 行かない 不明 全体 

人数 51 91 80 168 37 427 

％ 11.9 21.3 18.7 39.3 8.7 100 

 

４.想定する実証実験と運行の概要 

①ルート（案） 

 

②スケジュール（案）                 

令和３年度中    実証実験に向けて、運行方法と運行主体について関係者と調整。          

令和４年７月～   実証実験      

     ９月頃  (仮称)川西市立総合医療センター開院 

１０月頃  運行判断              

 

 藤ノ木 

さんかく広場 

 

 

 

(仮称)川西市立

総合医療 

センター 

(仮称)川西市立

総合医療 

センター 

 

 

オアシスタウン 

 

オアシスタウン 

 

 

 

藤ノ木 

さんかく広場 

走行 

距離 
1.0㎞ 0.4㎞ 1.3㎞ 

信号 2か所 1か所 3か所 

横断 

歩道 
5か所 1か所 8か所 

右折 2回 2回 2回 

左折 3回 4回 4回 

計33.2％ 計58％ 

計33.4％ 計60.4％ 
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藤ノ木さんかく広場 

(仮称)川西市立総合医療センター 
キセラ川西プラザ 

（３）近年の課題とその対応状況について 

オアシスタウン 

キセラ川西せせらぎ公園 

川西阪急・アステ川西 

モザイクボックス 



（４）（仮称）川西市地域
公共交通計画策定に
ついて
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背景と方針

■ 方針

・持続可能な地域旅客運送サービスを確保するため、川西市公共交通基本
計画の見直しを行い、基本理念を引き継ぎながら今後の地域公共交通の
あり方や具体的な取り組みを示した「(仮称)川西市地域公共交通計画」
として、令和４年度に改定予定

■ 背景

・人口減少や高齢化の進展に伴う路線バス利用
者数の減少、一部路線での減便、乗務員不足
の深刻化
・「川西市公共交通基本計画（平成27年3月）」
の見直し時期の到来（目標年次：令和4年度）
・地域公共交通の活性化及び再生に関する法律
等の一部を改正する法律（活性化再生法の改
正）の施行に伴い、「地域公共交通計画」の
策定が努力義務化
・新型コロナウイルス感染拡大防止に伴う外出
自粛により、公共交通利用者数が大幅に減少

改定



本計画の位置付け
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公布：令和2年 6月 3日
施行：令和2年11月27日

〇「地域公共交通計画」の作成
が努力義務化

・従来の公共交通サービスに加え、
地域の多様な輸送資源（自家用
有償運送、福祉輸送、スクール
バス等）も計画に位置付け

・定量的な目標（利用者数、収支
等）の設定、毎年度の評価等

川西市総合計画
（平成25年3月策定）
⇒ 令和4年度改定予定

川西市都市計画マスタープラン
（平成25年3月策定）
⇒ 令和4年度改定予定

川西市公共交通基本計画
（平成27年3月策定）

＜目標年次：令和4年度＞
※市の任意計画として位置付け

(仮称)川西市地域公共交通計画
（令和4年度改定予定）

※法定計画として位置付け

活性化再生法の改正反映

活性化再生法の改正【概要】

見直し 基本理念
の引継ぎ



組織体制とスケジュール

■ 組織体制（予定）
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時 期 会議内容 備 考

令和3年 8月【諮問】策定方針について

令和3年12月 【協議】課題及び目標について

令和4年 6月 【協議】施策について

令和4年 9月【答申】素案について 上位計画改定のスケジュールと連動

令和5年 2月 【報告】パブコメ・策定結果について 上位計画改定のスケジュールと連動

■ スケジュール（予定）

市長（事務局） R4年度公表 市民

答申
諮問

・諮問内容：（仮称）川西市地域公共交通計画の策定について
・開催回数：全５回を予定（以下のスケジュールを予定）
・開催方法：基本は委員を一同に会した会議とするが、状況に応じてWEB会議もしく

は書面会議を実施

川西市地域公共交通会議


